
１ ２ ２４日 にて 回

事 びに ５回 を開 い

たしました。その中で、２ 中間 計 、

２ ２２日開 の 記 間 の

、３ ロ の を 認いた

しました。

２ 残 ではありますが、北海道 の

田 と 一生 の に転 の が

出ました。 につきましては、後ほど西

どう 長より 明があります。

川 より３ の をいた きまし

た。

２０１７年度国 ア ンタ の参 旅行

をいた きました。回 します。

２０１７年度のオ ンのカタロ をいた きま

した。次年度にまわします。

会　　  

　 長 でもありましたが、 田 さんと

さんが転 となってしまいました。そ

こで、さっそく どう の出番となりました。

日時は３ １４日（ ） 後６時３０分、場所は の

で開 いたします。当日は イ

ですが、 とか をつけてご参 下さい。よ

しくお いします。

会員誕生日

　鴫　原　孝　拓
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煙本日

　来賓卓話「道内交通事故の発生状況・実態」
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会員研修委員会　 　高田　潔 委員

　先 から国 ロ タ ２０１６年

その後、についてお話をさせていた いており

ます。 日はその続きです。

　入 に関する も せられています。

回の では、その は新入 が入

しやすくするためと言う事で、入 を取ら

ないようにしようという ではありますが、

手続要 の文言から「入 」という言 を

した けです。その代わりに新しい文言の

入は一 ありません。入 を取らないように

しよう、またはとってはいけないという の

文言の 入は一 ないのです。ですから自分た

ちの で「入 」とうい文言を 用

しても全く はありません。自分たちの

に、新入 からの入 が必要であれ

ば、 で めれば い事です。

　出 に関する について。

　 回の の特 である「 」と

いう言 はが、 の 度と な出

要 の２ に えられたという事です。

の 度と な出 要 （ えば参

の 活 など）、 による終 の の

または に関して で各

自で することが され、それが

または に していても 先される事が

まりました。 に が い場 は、

従 通りの となることは言うまでもありま

せん。

　人 分 について。

　 の 日をさいて された人 分

の ですが、 年度から年間４ ル つ

となり、３年間で国 ロ タ の

ンショッ の負 を 出 る事になりま

した。その後人 分 をどうするのかは次回

の によって される事になってい

ます。

　各 に 回の の さ

れた を いたしました。各 の事務

または 長さんに い わせて下さると

を見る事が出 ます。な そういう が出た

かという が記載されています。どう ご参

考になさって下さい。

福士さま、 日は 話ありがとうご います。

　 渡邊会長

の指の が れました。レン ンで

った事もわかりました。　　 高橋幹事

３ ２日 を えます。 様ありがとう

ご います。また、先 の 間 には出

出 ず し ご いませんでした。　 堀会員

少し い事がありました。　　　 渡部会員

い事がありました。　　 佐々木会員

年度 です。カ を か ようご自 く さ

い。　　 中出親睦活動委員長

　前　回　　５５２６００

　 　回　　１６１５０

　累　計　　５６８，７５０円

来賓卓話「松浦武四郎と留萌」

　　　　　留萌市 生 学

　 　福士　廣志 様

　北海道は 年「北海道」と名付けられてから

15年が ちます。北海道という名前を し

たのが、松浦武四郎です。明治２年（186）７

１７日に明治新政府に「蝦夷地」を新しい「道」

として つの名前を しました。その中に

「北 伊道（ほっかいどう）」という名前があり、

それを を えて「北海道」と めて名付け

られました。明治政府は 政 という名 で

天 中 の政治を行おうとしましたので、

時代の 制に いた五 道の制度に い

新しい 番 の「道」として北海道を いたの

です。　また、武四郎は「道」の下の国、郡の名

前も しています。留萌は江戸時代にはルル

モッペと言っていましたが、天塩国の留萌郡に

位 けられました。た 、武四郎は留 と書
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いてルルモエと呼びました。その後ルルモエが

ルモエになり最終的にはルモイと呼ぶようにな

りました。明治の頃の手紙の宛先を見ると次に

様に書かれています。

　北海道天塩国留萌郡留萌村瀬越通り◯番地

　　◯◯◯◯　殿　

　松浦武四郎は、文化１５年（1818）、現在の三

重県松阪市小野江町で松浦時春の四男として生

まれました。父親はは庄屋を務めており比較的

恵まれた環境で少年時代を過ごしていた。また、

生家はお伊勢参りの街道沿いにあり、特に１３歳

の時には「御陰参り」がはやり、年間５００万人

近い人たちが伊勢神宮にお参りしたと言われて

います。そのような環境もあってか、津藩の儒

学者平松楽齋の塾に入り勉強しますが、突然１７

歳で家出同然で全国を巡る旅に出ます。天保１４

年（1843）武四郎２６歳までこの旅は続きました。

　旅の途中、長崎でロシアの南下のことを聞き

蝦夷地への渡航を考えるようになり、弘化元年

（1844）に一度渡航を試みるがかなわず、翌年

再度試み、初めて蝦夷地に上陸し、東蝦夷地を

調査した。その後安政５年（1858）まで計６回

蝦夷地の調査を行っています。

　そして、蝦夷地に関する１５０冊もの調査記録

を残しました。それが評判となり、当代一の蝦

夷通として知られるようになったのです。

　留萌には弘化２年（1846）、安政３年（1856）、

安政４年（1857）、安政５年（1858）の４回訪

れています。その記録は「再航蝦夷日誌」、「西

蝦夷日誌」、「丁巳東西蝦夷山川取調日誌」、「回

浦日誌」に記されており、江戸時代の留萌のこ

とを知る貴重な記録となっています。

　たとえば、留萌にいたコタンンピルというア

イヌの人の家系は西蝦夷地で一番の旧家で、そ

の家系図を載せています。また、留萌のアイヌ

語地名がほとんど確認でき、アイヌ語の意味を

考えることによって、留萌にいたアイヌの人た

ちの生活を垣間見ることができます。アイヌの

人たちは自分たちが利用するものなど生活に関

連して地名をつけることがことがおおく、たと

えば、浜中にあるアツカルシナイという地名は、

いつもオヒョウニレの皮を剥ぐ沢という意味で、

アイヌの人たちのアツシと呼ぶ服をつくる木の

皮を剥ぐ場所を指しています。武四郎が記録し

ていた御陰で、アイヌの人たちの生活がわかる

のです。

　また、全道各地のアイヌの人たちの事を収録

した「近世蝦夷人物誌」にはルルモッペ場所の

孝女ヌイタレの話が収録されています。

　このように全道をくまなく調査した武四郎は

新政府の蝦夷地開拓のために必要な人材として

呼び出され「開拓判官」となり、「北海道」の

名付け親になったのですが、場所請負制度に対

する新政府の対応に失望し、職を辞し、従五位

の官位も返上し、余生を著作と全国を旅して歩

くことに終始しました。亡くなる前年７０歳で富

士山に登っています。明治２１年（1888）７１歳で

東京神田五軒町の自宅で死去し、浅草称福寺の

墓所に埋葬される。（現在は）東京染井墓地に移

転）死後、従五位を贈られました。
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